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こ
の
あ
と
、
合
同
の
記
者
会
見

が
行
わ
れ
、
記
者
の
質
問
に
対
し
、

座
長
の
中
瀬
町
長
は
次
の
よ
う
に

説
明
し
ま
し
た
。

Ｑ

研
究
会
は
ど
の
よ
う
な
ペ
ー
ス

で
開
く
の
か

Ａ

毎
月
１
回
、
３
週
目
あ
た
り

に
開
催
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

こ
の
枠
に
決
め
た
理
由

Ａ

行
政
区
域
が
違
っ
て
い
て
も
、

よ
く
似
た
町
村
で
思
い
を
ひ
と
つ

に
で
き
た
ら
と
、
こ
の
範
囲
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。

Ｑ

今
後
増
え
る
可
能
性
は

Ａ

増
え
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
、
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
を
早
く

つ
く
り
、
住
民
に
説
明
し
た
い
。

今が絶好のチャンス！

市町村合併による

新たなまちづくり
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10
月
21
日
、
５
万
人
を
超
え
る

田
園
都
市
構
想
を
目
標
と
す
る
玉

城
町
と
度
会
町
、
多
気
町
、
明
和

町
、
勢
和
村
の
５
町

村
は
、
こ
の
日
、
事

務
局
を
置
く
こ
と
に

な
っ
た
玉
城
町
役
場

で
初
会
合
を
行
い
ま

し
た
。

関
係
町
村
か
ら
町

村
長
、
議
会
議
長

が
、
松
阪
地
方
県
民

局
、
南
勢
志
摩
県
民

局
か
ら
は
両
局
長
が

出
席
す
る
中
、
市
町
村
合
併
に
必

要
な
調
査
研
究
、
検
討
に
関
す
る

連
絡
調
整
、
枠
組
み
な
ど
を
取
り

扱
う
た
め
の
要
綱
な
ど
を
決
議
し

た
あ
と
、
研
究
会
を
代
表
し
、
会

務
を
総
理
す
る
座
長
に
中
瀬
玉
城

町
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
で
、
中
瀬
町
長
は
、「
合

併
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
で
、

５
町
村
が
自
立
で
き
る
か
、
将
来

の
夢
を
託
せ
る
よ
う
な
合
併
に
な

る
の
か
研
究
し
、
さ
ら
に
住
民
の

声
も
反
映
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

Tamaki Topics

今が絶好のチャンス！

市町村合併による

新たなまちづくり
玉城町では、市町村合併問題について９月23日

から各集落での懇談会を始め、町の考え方を説明す

るとともに、本紙に意見をお寄せいただくための記

入用紙を挟み込み、広く意見をお聞きしています。

また、これと並行し、度会町、明和町、多気町、

勢和村と研究会を作り、各町村の行財政の現況調査

や合併に必要な調査研究、枠組みなどを検討するた

め10月９日、町議会の市町村合併特別委員会に諮

って協議した結果、賛成多数で承認され、同月21

日、５町村研究会が立ち上げられました。

５
町
村
合
併
研
究
会
を
設
置

第１回研究会風景（10月21日、玉城町で）

合同記者会見の風景



ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
長
か

ら
は
次
の
よ
う
な
抱
負
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

長
谷
川
多
気
町
長

松
阪
・
伊
勢
に
負
け
な
い
思
い

は
強
い
。
循
環
型
の
地
域
を
形
成

し
、
共
生
し
あ
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
。

木
戸
口
明
和
町
長

生
活
形
態
が
よ
く
似
た
ま
ち
同

士
が
一
緒
に
な
り
た
か
っ
た
。
地

域
住
民
の
夢
が
育
め
る
よ
う
大
き

な
期
待
を
持
っ
て
い
る
。
お
互
い

が
理
解
、
信
頼
し
あ
い
合
併
に
邁

進
し
て
い
き
た
い
。

市町村合併に関する意見
お気軽にお寄せください

研
究
会 

　
各
町
村
長
・
議
長
で
構
成 

専
門
部
会 

　
各
町
村
の
課
長
級
で
構
成（
13
部
会
） 

７名体制（常駐） 

分
科
会 

各
町
村
の
係
長
級
等
で
構
成
（
37
分
科
会
） 

作
業
部
会 

　
総
務
・
企
画
・
合
併
担
当
課
長
で
構
成 

事務局（玉城町役場内） 

指
示 

報
告 

指
示 

指
示 

研究会構成図  
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研
究
会
の
構
成
は
、
５
町
村
の

町
村
長
・
議
会
議
長
で
組
織
す
る

「
研
究
会
」
を
上
層
に
置
き
、
指

示
の
も
と
事
務
レ
ベ
ル
調
整
の
最

高
機
関
で
あ
る
総
務
・
企
画
・
合

併
担
当
課
長
で
構
成
さ
れ
る
「
作

業
部
会
」、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
担
当
課
長
級
で
つ
く
る
13

「
専
門
部
会
」
を
置
き
、
最
下
位

に
さ
ら
に
細
部
の
担
当
セ
ク
シ
ョ

ン
の
係
長
級
で
つ
く
る
37
「
分
科

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。（「
研
究

会
構
成
図
」
参
照
）

今
後
、
５
町
村
で
現
況
や
特
性
、

人
口
等
の
将
来
予
測
、
行
政
水
準

の
比
較
等
を
行
い
、
地
域
全
体
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等

を
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

研
究
会
の
構
成

市町村合併に関する意見
お気軽にお寄せください

前号に挟み込みました封筒はご利用い
ただいていますか。お寄せいただいた意
見は、できるだけ町広報紙、ホームペ
ージ等で紹介し、町民のみなさんととも
に合併について考える資料としたいと思
います。
切手は不要です。お気軽にお寄せく

ださい。

また、玉城町のホームページ上に「市
町村合併情報」コーナーを設け、最新
情報を提供するとともに、自由に意見
交換ができる掲示板もあります。ご利
用ください。

町総務チーム
1（５８）８２００
5（５８）４４９４
電子メール
soumu@town.tamaki.mie.jp
町ホームページ
http://www.town.tamaki.mie.jp

問い合わせなど
林
勢
和
村
長

こ
れ
ま
で
の
村
民
意
見
交
換
会

で
も
、
農
業
、
自
然
を
重
ん
じ
た

合
併
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
一
層
基
盤

を
強
固
に
前
進
し
た
い
。

大
野
度
会
町
長

今
日
ま
で
交
流
を
重
ね
て
き
た

近
隣
の
よ
く
似
た
町
村
同
士
で
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
。
ま
た
、
地
域
の
発
展
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

中
瀬
玉
城
町
長

21
世
紀
は
一
極
集
中
型
の
ま
ち

は
望
ま
れ
な
い
。
大
都
市
は
便
利

さ
、
田
園
都
市
は
サ
ー
ビ
ス
の
身

近
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
大
き
な
期

待
を
寄
せ
研
究
分
析
し
た
い
。
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つ
ま
で
も
健
康
で
い
て
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

幕
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、「
体
験
」
コ
ー
ナ

ー
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
コ
ー
ナ
ー
、

親
子
で
楽
し
め
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

コ
ー
ナ
ー
、
今
年
新
た
に
設
け
ら

れ
た
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
コ
ー
ナ

ー
な
ど
が
。

「
元
気
で
遊
ぶ
」
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
食
生
活
改
善
コ
ー
ナ
ー
、
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
ふ
わ
ふ
わ
パ
ン
ダ
、

屋
外
で
は
可
愛
い
消
防
服
姿
で
消

防
士
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
。

健
康
、
福
祉
、
環
境
ま
で
幅
広

い
分
野
の
祭
典
「
第
15
回
玉
城
町

福
祉
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

10
月
27
日
、
保
健
福
祉
会
館
で
開

か
れ
、
体
験
や
相
談
に
訪
れ
る
家

族
連
れ
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
開
会
に
先
が
け
、
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
の
う
ち
昨
年
度
一
度
も
診
療
機

関
を
利
用
し
な
か
っ
た
健
康
家
族

62
世
帯
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
出
席

し
た
11
世
帯
に
中
瀬
町
長
か
ら
、

感
謝
の
言

葉
と
防
災

グ
ッ
ズ
の

記
念
品
が

贈
ら
れ
ま

し
た
。

続
く
あ

い
さ
つ
で
、

中
瀬
町
長

は
、「
健
康

は
何
物
に

も
勝
る
宝

で
す
。
い

体
験
し
、
元
気
で
遊
び
、
相
談
し

福
祉
・
健
康
が
い
っ
ぱ
い

福
祉
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Tamaki TopicsTamaki Topics

「
相
談
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
玉

城
病
院
の
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

は
じ
め
、
栄
養
士
の
相
談
が
受
け

ら
れ
る
栄
養
コ
ー
ナ
ー
、
環
境
を

考
え
た
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
や

下
水
道
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
体
育
指
導

員
協
議
会
の
「
秋
の
ふ
れ
あ
い
ハ

イ
キ
ン
グ
」
も
行
わ
れ
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
終
え
た
参
加
者
の
み
な
さ
ん

も
一
緒
に
な
っ
て
、
秋
の
日
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

健康優良家族を表彰

ふわふわパンダ

輪なげコーナー

消防士体験コーナー

健康相談コーナー 栄養コーナー



0410

城あとに夢を築くまち たまき 2002-12

菊
の
花
を
手
向
け
平
和
の
誓
い
新
た
に

町
戦
没
者
追
悼
式

戦
没
者
の
遺
族
、
来
賓
ら
約
２

０
０
人
が
参
列
し
た
式
典
で
は
、

辻
村
助
役
の
開
式
の
こ
と
ば
に
よ

り
開
会
し
、
中
瀬
町
長
、
浅
野
町

議
会
議
長
、
下
井
文
生
遺
族
会
会

長
が
祭
壇
の
前
に
進
み
、
全
員
で

戦
没
者
の
霊
に
黙
と
う
を
捧
げ
、

国
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

式
辞
で
中
瀬
町
長
は
、「
市
町

村
合
併
の
う
ね
り
に
あ
る
平
成
の

変
革
の
時
代
に
、
ふ

る
さ
と
の
繁
栄
と
ま

ち
づ
く
り
を
見
守
っ

て
ほ
し
い
」
と
言
葉

を
捧
げ
、
続
い
て
追

悼
の
こ
と
ば
で
は
、

下
井
遺
族
会
会
長
が

「
苦
難
の
な
か
、
み
ん

な
で
努
力
し
豊
か
な

ふ
る
さ
と
と
な
っ
た

が
、
惨
劇
は
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
21
世

紀
に
語
り
継
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
、
続
く
浅
野
町

議
会
議
長
、
吉
田
は

玉
城
町
主
催
の
第
74
回
戦
没

者
追
悼
式
が
10
月
19
日
、
保
健
福

祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
戦
没
者
の
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
場
は
、
ス
テ
ー
ジ

の
祭
壇
に
１
５
０
０
本
あ
ま
り
の

菊
の
花
が
供
え
ら
れ
、
中
央
に
は

赤
い
花
を
彩
り
、
国
旗
を
あ
し
ら

い
戦
没
者
之
霊
が
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。

084

10
月
26
日
、
有
田
神
社
で
、
こ

の
地
域
に
お
住
ま
い
で
明
治
、
大

正
、
昭
和
の
間
に
戦
争
犠
牲
者
と

な
ら
れ
た
方
々
、
１
１
５
柱
を
顕

彰
す
る
石
碑
「
礎
国
の
華
」（
そ
こ

く
の
は
な
）
が
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ゑ
婦
人
部
長
、
奥
山
武
次
郎
壮

年
部
代
表
が
次
々
と
言
葉
を
送
り

ま
し
た
。

な
か
で
も
、
奥
山
さ
ん
が
、
子

ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
、
早
く
大

き
く
な
っ
て
母
を
助
け
た
い
一
心

で
頑
張
っ
た
こ
と
や
、
亡
き
父
と

戦
地
を
同
じ
く
さ
れ
た
方
の
思
い

出
を
語
ら
れ
る
と
、
会
場
で
は
目

頭
を
あ
つ
く
さ
れ
る
遺
族
の
方
も

お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
全
員
が
祭
壇
に

黄
色
の
菊
の
花
を
手
向
け
、
戦
没

者
の
め
い
福
を
祈
り
、
誓
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

戦没者之霊に式辞を読み上げる中瀬町長

除幕された有田
神社顕彰碑

有
田
神
社
で
顕
彰
碑
を
除
幕

伊
勢
広
域

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

ポ
ス
タ
ー
展
入
選
者

町
生
活
福
祉
チ
ー
ム

1（
５
８
）８
２
０
３

平
成
14
年
度
、
伊
勢
広
域

（
１
市
６
町
村
）
管
内
の
小
中
学

生
を
対
象
に
ご
み
の
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
、
次
の
方
々
が

入
選
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

●

金
賞
・
町
長
賞
　
　
　

加
藤
　
晴
香
（
外
城
田
小
）

●

金
賞
・
議
会
議
長
賞

松
田
　
直
也
（
玉
城
中
）

●

銀
賞
・
教
育
長
賞
　
　

木
村
　
舞
佳
（
玉
城
中
）

●

銀

賞
　
　
　
　
　

野
口
友
李
佳
（
玉
城
中
）

●

銅

賞
　
　
　
　
　
　
　

福
井
彩
里
紗
（
外
城
田
小
）

西
川
　
裕
子
（
玉
城
中
）

大
谷
　
眞
耶
（
玉
城
中
）



10
月
22
日
、
伊
勢
警
察
署
の
婦

警
さ
ん
か
ら
、
交
通
安
全
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

腹
話
術
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

映
画
を
全
園
児
が
熱
心
に
見
た
り
、

聴
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
特
に

ネ
コ
や
イ
ヌ
が
登
場
す
る
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
で
は
、
興
味
深
げ
に
、

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
で
心
配
そ
う

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
と
び
だ
し
を
し
な
い
」「
左
右

の
確
認
を
す
る
」「
信
号
を
見
る
」

「
車
に
乗
っ
た
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
す
る
」
な
ど
大
き
な
声
で
約

束
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
手
を
あ
げ
て
左
右
の
確

認
を
し
、
道
路
を
横
断
す
る
練
習

を
み
ん
な
で
し
ま
し
た
。

10
月
31
日
、
田
丸
保
育
所
の
年

中
組
の
４
歳
児
23
人
は
、
介
護
老

人
保
健
施
設
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
を

訪
れ
、
お
年
寄
り
に
歌
や
肩
た
た

き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
の
食
堂
で
入

所
者
が
待
つ
な
か
、
子
ど
も
た
ち

は
、
手
作
り
の
は
ち
ま
き
と
、
ベ

ル
ト
を
巻
い
て
、
“大
き
な
栗
の
木

の
下
で
”を
大
き
な
声
と
、
手
振

り
を
交
え
歌
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
運
動
会
で
も
お
な
じ

み
の
“お
ま
つ
り
忍
者
”と

“組

み
立
て
体
操
”を
元
気
よ
く
踊
り
、

お
年
寄
り
た
ち
を
び
っ
く
り
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

10
月
17
日
、
年
長
、
年
中
組
で

原
の
里
山
へ
お
に
ぎ
り
と
水
筒
を

持
っ
て
お
散
歩
遠
足
に
で
か
け
ま

し
た
。

鼻
歌
ま
じ
り
で
楽
し
く
、
心
浮

か
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
「
こ
れ
、

な
ん
や
ろ
？
」「
帰
っ
た
ら
調
べ

よ
」
な
ど
、
頭
に
と
ま
っ
た
赤
と

ん
ぼ
、
虫
の
声
、
木
の
実
・
草
の

実
を
見
て
お
し
ゃ
べ
り
が
弾
み
ま

し
た
。

自
然
の
中
で
見
た
り
、
聴
い
た

り
、
触
っ
た
り
と
五
感
を
使
う
事

で
自
然
か
ら
い
ろ
ん
な
事
を
教
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
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保
育
所
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
と
遊
び

町
保
育
所

玉
城
町
の
４
保
育
所
で
行
わ
れ
た
活
動
や
遊
び
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

外
城
田
保
育
所

「
お
散
歩
遠
足
」

田
丸
保
育
所

「
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
へ

元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
訪
問
」

10
月
22
日
、
秋
の
親
子
遠
足
で

中
部
台
公
園
に
出
か
け
ま
し
た
。

朝
か
ら
と
っ
て
も
は
り
き
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
広
い
公
園

に
到
着
す
る
と
走
り
ま
わ
り
元
気

い
っ
ぱ
い
で
す
。
３
歳
児
組
は
ネ

コ
と
ネ
ズ
ミ
（
鬼
ご
っ
こ
）、
１
・

２
・
４
歳
児
組
は
親
子
の
ふ
れ
あ

い
遊
び
、
５
歳
児
組
は
親
子
リ
レ

ー
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

で
も
、
一
番
楽
し
み
だ
っ
た
の

は
保
護
者
ら
が
一
生
懸
命
作
っ
て

く
れ
た
お
弁
当
で
す
。
ど
の
子
も
、

お
に
ぎ
り
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

下
外
城
田
保
育
所

「
交
通
安
全
指
導
」

有
田
保
育
所

「
秋
の
親
子
遠
足
」



玉
丸
城
太
鼓
の
演
奏
、
愛
好
者
や

有
田
保
育
所
園
児
ら
に
よ
る
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
沖
縄
県

玉
城
村
か
ら
20
人
を
お
迎
え
し
、

「
か
ぎ
や
で
風
節
」「
安
里
屋
（
あ

さ
ど
や
）
ユ
ン
タ
」
を
は
じ
め
、

玉
城
村
百
名
（
ひ
ゃ
く
な
）
に
伝

わ
る
「
稲
摺
り
節
（
い
な
す
り
ぶ

し
）」
な
ど
民
俗
芸
能
を
８
曲
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ス
ピ
ア
玉
城
で
11
月
２
日
、

第
５
回
ア
ス
ピ
ア
玉
城
秋
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
冷
た
い
北
風
が
吹

く
中
で
、
す
っ
か
り
秋
め
い
た
ア

ス
ピ
ア
玉
城
の
芝
生
広
場
に
会
場

が
設
け
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
を
囲
む

よ
う
に
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し
た
。

午
前
10
時
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
中

瀬
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
寒

さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
元
気
な

ア
ス
ピ
ア
玉
城
秋
ま
つ
り

11
月
２
日
（
土
）

ま
た
、
ア
グ
リ
の
う

ま
い
も
ん
市
、
煎
茶
の

も
て
な
し
な
ど
、
会
場

に
詰
め
か
け
た
大
勢
の

観
客
が
ま
つ
り
気
分
を

味
わ
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
最
後
に
は

芝
生
の
ふ
れ
あ
い
広
場

で
餅
ま
き
を
行
い
、
来

場
い
た
だ
い
た
方
々
に

秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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飲酒運転の追放、高齢者事故防止対策・シー
トベルトとチャイルドシート着用の徹底を柱に県
下で一斉に展開されます。
ルールを守って、交通安全に努めてください。

12月11日～20日
年末の交通安全県民運動

026

玉城町長

MAYOR'S COLUMN12

早いもので師走となりました。今年は寒さが少し早

いようであります。

経済情勢も国の景気対策が今ひとつ明確にならず、

厳しい実情にあります。歴史的にも苦しい時代はあり

ました。将来のために勇気と元気が必要であります。

夏から市町村合併問題について説明会を開催してま

いりました。各会場でのご意見は真しに受けとめてま

いりたいと存じます。

＜玉城町の情報提供手法＞

さて、情報公開条例を制定いただいてから町行政情

報をいろいろかの手法で公開いたしてまいりました。

「広報たまき」はもとより、イントラネットによる公

共施設での町議会中継テレビ放映、また４月からケー

ブルテレビにのせて「たまきチャンネル21」で即時放

映してまいりました。ケーブルテレビの普及率は約

60％でありますが、それぞれのご家庭でご覧いただい

ていることと存じます。特に議会の本会議での様子は

ノーカットで放映してまいりました。今までは議会で

のやりとりは傍聴以外は不可能でありましたが、議会

の理解を得てカメラが入ることでご家庭で傍聴してい

ただくことになりました。いろいろのご意見をいただ

いております。これも情報公開の一端であります。

わが町はインターネットの普及率も全国平均に比べ

高いようでありまして、町のホームページにたくさん

のご意見を送信いただいております。各学校や町施設

にお寄せいただくご意見を尊重して運営に努力してい

るところであります。まさに情報化時代の情報公開で

あります。

12月は議会定例会があります。私たちも気取らず

ありのままを報告答弁申し上げてまいりたいと思います。

＜下水道事業＞

もう一つ長らくお待たせしておりました田丸・妙法

寺・荒子地区の下水道が来年の３月中旬には完成し、

４月から通水いただけることになります。５年の歳月

をかけた事業でありましただけに思い一塩であります。

玉城町中心部の自然環境保全の大きな転機となると

信じます。これで玉城町の下水道整備率は50％を超

えることになりますが、早い時期に全戸普及となりま

すよう一層の努力をいたします。

不況のなか、年末は何かと不自然でありますが、健

康は第一であります。ご自愛のほど念じます。

平成14年11月15日　役場にて

沖縄民俗芸能を披露いただいた玉城村のみなさん



町
の
文
化
の
祭
典
が
11
月
２
・

３
日
の
両
日
、
中
央
公
民
館
多
目

的
ホ
ー
ル
・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
２
日
、
町

文
化
協
会
主
催
の
「
第
16
回
芸
能

発
表
大
会
」
が
開
か
れ
、
14
団
体

が
出
場
し
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ

ケ
、
詩
吟
、
民
踊
な
ど
日
頃
の
成

果
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
は
両
日
を
通
じ
、「
第
28
回
町

民
創
作
美
術

文
化
展
」
が

開
か
れ
、
生

涯
学
習
講
座

生
徒
の
作
品

を
は
じ
め
、

地
域
で
活
躍

し
て
み
え
る

方
々
の
素
晴

ら
し
い
作
品

４
３
２
点
あ

ま
り
が
一
堂

し
て
統
計
情
報
は
ま
す
ま
す
重
要

で
す
。
引
き
続
き
協
力
し
て
い
き

ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。
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文
化
芸
能
一
堂
に

町
芸
能
・
文
化
の
祭
典
に
ぎ
わ
う

に
展
示
さ
れ
、
会
場
は
終
日
華
や

い
だ
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

２
日
午
前
に
は
、
沖
縄
県
玉
城

村
視
察
団
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
覧

い
た
だ
き
、
出
展
や
芸
能
の
多
さ

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
統
計
の
日
記
念
式

典
が
10
月
18
日
、
津
合
同
庁
舎
で

開
催
さ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
感
謝

状
が
玉
城
町
の
農
家
３
人
に
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
に
国
民
の
理
解
と
意

識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年

こ
の
日
を
統
計
の
日
と
し
て
、
各

種
の
催
し
物
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
海
農
政
局
三
重
統
計
情
報
事

務
所
で
は
、
こ
の
日
の
式
典
で
、

永
年
に
わ
た
り
経
営
収
支
な
ど
の

記
帳
を
続
け
た
功
績
者
に
贈
る

「
永
年
協
力
者
」
と
し
て
、
県
下

の
19
人
を
決
め
、
玉
城
町
か
ら
は

15
年
以
上
農
業
経
営
統
計
調
査
に

協
力
し
た
西
山
儀
一
さ
ん
（
日

向
）、
同
じ
く
10
年
以
上
協
力
し

た
小
辻
正
安
さ
ん（
茶
屋
）、
中
西

一
雄
さ
ん
（
蚊
野
）
に
大
臣
か
ら

の
感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

式
典
後
、
３
人
は
、「
受
賞
の

栄
に
浴
し
光
栄
で
す
。
農
家
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

新
し
い
政
策
推
進
の
基
礎
資
料
と

玉
城
町
の
農
家
３
人
に

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
授
与

今年も勝田すみれ会の大正琴の演奏で幕を開けた

▲訪れる住民らは数多くの作品
に魅了されていました

▼昨年いただいた三線（さんしん）を
ご覧になる玉城村のみなさん

s
西
山
儀
一
さ
ん

s
小
辻
正
安
さ
ん

s
中
西
一
雄
さ
ん



町
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年

生
の
児
童
で
構
成
さ
れ
る
、
玉
城

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
10
月
19
日
土
曜
日
、
勝
田
の
ふ

れ
あ
い
農
園
で
家
族
ら
と
一
緒
に

イ
モ
掘
り
や
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
な
ど

を
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

イ
モ
掘
り
で
は
、
一
番
重
い
芋

を
掘
っ
た
上
位
５
位
ま
で
の
児
童

に
は
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
で
は
、
児
童
で

２
チ
ー
ム
、
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
で

２
チ
ー
ム
の
計
４
チ
ー
ム
で

予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
予

選
３
位
と
４
位
で
３
位
決

定
戦
、
予
選
２
位
と
１
位

で
決
勝
を
行
い
、
順
位
別

に
全
員
に
賞
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
み
ん
な
で
昼

食
を
食
べ
て
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
玉
城
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
今
年

５
月
、
玉
城
町
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
が
、
剣
道
、
野

城あとに夢を築くまち たまき 2002-12

026

球
、
サ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
学
校
区

を
超
え
た
仲
間
づ
く
り
や
、
完
全

学
校
週
５
日
制
が
始
ま
っ
た
こ
と

な
ど
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
に
努
め
よ
う
と
、
現
在

48
人
の
児
童
が
参
加
し
て
、
毎
週

土
曜
日
、
田
丸
小
学
校
体
育
館
で

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

指
導
に
は
、
協
会
の
メ
ン
バ
ー

お
よ
び
町
内
在
住
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
経
験
者
ら
が
あ
た
り
柔
軟
体
操

で
体
を
ほ
ぐ
し
、
ト
ス
や
レ
シ
ー

ブ
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
ス
パ
イ

ク
の
撃
ち
方
な
ど
、
年
齢
や
体
の

大
き
さ
に
合
っ
た
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
今

後
は
、
さ
ら
に
技
を
磨
き
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
パ
ワ
ー
で
ジ
ュ
ニ
ア

の
大
会
に
挑
戦
し
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る

お
子
さ
ん
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

玉
城
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が

イ
モ
掘
り
な
ど
で
親
睦

8

10
月
22
日
、
町
消
防
団
に
５
台

目
と
な
る
消
防
車
が
納
車
さ
れ
ま

し
た
。

町
で
は
、
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
災
害
時
に
備
え
て
防
火
水
槽

の
整
備
や
消
防
車
の
充
実
を
行
っ

て
お
り
、
昨
年
は
東
海
地
方
の
消

防
団
で
は
珍
し
い
、
１
ト
ン
の
水

を
搭
載
し
た
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

今
年
購
入
し
た
消
防
車
は
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
改
造
型
で
、
様
々
な

消
火
装
備
を
施
し
、
３
名
の
乗
車

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
車
両
は
、
下
外
城
田
地
区

の
第
４
分
団
に
配
備
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
に
よ
り
、
玉
城
町
消
防

団
に
は
、
田
丸
地
区
の
第
１
分
団

に
２
台
、
有
田
地
区
の
第
２
分
団

に
１
台
、
外
城
田
地
区
の
第
３
分

団
に
も
１
台
、
今
回

の
下
外
城
田
地
区
の

第
４
分
団
に
１
台
の

計
５
台
の
消
防
車
を

配
備
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

価
格
は
、
約
２
２

０
万
円
。

町
消
防
団
に
５
台
目
の
消
防
車
が
納
車

ふれあい農園でイモ掘りを楽しむ子どもたち

５台目となる４分団の消防車
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区分 町 国
高校卒 141,900円 141,900円
短大卒 151,800円 151,800円
大学卒 174,400円 174,400円

区分 一般行政職員 技能労働職 医療職
平均給料月額 309,912円 274,000円 307,030円
平均給与月額 342,045円 277,839円 340,532円

平均年齢 38歳3月 49歳7月 41歳4月

区　分
経　験　年　数

10年 15年 20年

高校卒 251,100円 294,700円 332,500円

一般行政職員 短大卒 269,100円 310,800円 344,500円

大学卒 286,300円 325,500円 359,600円

技能労務職 中学卒 219,200円 254,900円 294,200円

高校卒 265,400円 303,600円 339,900円

医療職 短大卒 280,400円 318,900円 352,500円

大学卒 288,000円 325,200円 358,500円

給
　
　
　
与

玉
城
町
の
職
員
の
給
与
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

地
方
公
務
員
の
勤
務
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
給
与
は
、
民
間
と
の
比
較
、
国
家
公
務
員
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員

と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
玉
城
町
職
員
に
支
給
さ
れ
て
い
る
給
与
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【職員の平均年齢、平均給料月額、】平均給与月額状況
（平成14年4月1日現在）

（注）給与は、基本給である給料に諸手当を含んだものです。

【職員の級別職員数の状況】
給料表は、職務の内容や責任の程度によって、いくつかの級に区分されます。

（平成14年4月1日現在）

（注）・標準的な職務の内容とは、標準職務表による代表的な職名を示しています。
・町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

【職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況】（平成14年4月1日現在）

（注）医療職は看護師、保健師等のものです。

【職員の初任給の状況】
（一般行政職）
（平成14年4月1日現在）

〈表１〉 〈表2〉

〈表3〉

〈表4〉

なるほどレポート

N A R U H O D O
R E P O R T

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

一般行政職
職員数（人） 5 2 6 47 16 10 8 5 99

構成比 5.0% 2.0% 6.1% 47.5% 16.2% 10.1% 8.1% 5.0% 100.0%

技能労務職
職員数（人） 1 0 0 4 7 22 - - 34

構成比 2.9% 0.0% 0.0% 11.8% 20.6% 64.7% - - 100.0%

医療職
職員数（人） 0 1 5 4 - - - - 10

構成比 0.0% 10.0% 50.0% 40.0% 100.0%
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区　分 給料月額等
町　長 820,000円
助　役 620,000円

給　　料
収入役 585,000円
教育長 550,000円
６月期 2.05月分
12月期 2.10月分

期末手当 ３月期 0.55月分
計 4.70月分

区　分 報酬額等
議　長 290,000円

報　　酬
副議長 220,000円
委員長 210,000円
議　員 200,000円
６月期 1.45月分
12月期 1.60月分

期末手当 ３月期 0.55月分
計 3.60月分

退職手当

期末・
勤勉手当

（平成14年度支給割合）
期　末　　 勤　勉

６月期 1.45月分 0.6月分
12月期 1.60月分 0.5月分
３月期 0.55月分　　　 ―

計 3.60月分 1.1月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有り

区分 内　　　　容
配偶者 16,000円
配偶者以外の扶養親族２人まで 6,000円

扶養手当 ただし、配偶者のない場合の１人目 11,000円
扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目 6,500円
その他の扶養親族 3,000円
なお、満16歳以上22歳までの子について（加算額） 5,000円
・借家の者

23,000円以下の家賃の場合 12,000円を減じた額

住居手当 23,000円を超える家賃のときの最高額 上限27,000円
・持ち家の者
新築、購入後５年未満 2,500円
新築、購入後５年以上 1,000円
・交通機関利用者
45,000円以下 全額
45,000円以上 最高50,000円
・自家用車等の利用者
片道２㎞～５㎞未満 2,000円

通勤手当 片道５㎞～10㎞未満 4,100円
片道10㎞～15㎞未満 6,500円
片道15㎞～20㎞未満 8,900円
片道20㎞～25㎞未満 11,300円
片道25㎞～30㎞未満 13,700円
片道30㎞～35㎞未満 16,100円
片道35㎞～40㎞未満 18,500円
片道40㎞以上 20,900円

手
　
　
　
当

特
　
　
　
別

【扶養手当、住居手当、通勤手当】
（平成14年4月1日現在）

【期末・勤勉手当、退職手当の状況】

【職員給与費の状況】
（平成14年度一般会計当初予算）
単位：千円

【人件費の状況】
（平成13年度普通会計決算［見込み］）

単位：千円、％

（平成14年度支給率）
定年・勧奨

最高限度額 62.7月分
勤続20年 28.875月分

25年 44.55月分
35年 62.7月分

公債費 
11.2％ 
5億6,096万3千円 

扶助費　3.0％ 
1億4,919万2千円 

貸付金　0.7％ 
3,757万1千円 

その他 
35.1％ 

17億5,795万8千円 

投資的経費 
28.9％ 
14億4,727万1千円 

歳出額 

50億1,018万8千円 

（注）人件費には、一般会計の給与のほか、 
　町長、助役、収入役、議会議員等の特別 
　職に属する議員の給料、報酬等を含んで 
　います。 

人件費 
21.1％ 
10億5,723万3千円 

【特別職の報酬等の状況】
（平成14年4月1日現在）

管理職特別勤務手当 
27万8千円 

児童手当　136万円 
退職手当 
6,564万円 

投開票事務手当 
60万円 特勤手当　35万3千円 

勤勉手当 
5,428万2千円 

扶養手当　988万2千円 

住居手当　190万2千円 

通勤手当　478万6千円 

時間外勤務手当 
1,981万7千円 

管理職手当 
840万1千円 

期末手当 
1億6,921万円 給料　 

5億2,140万3千円　 

給与費総額 

8億5,791万4千円 

（注）期末・勤勉手当の支給割合および退職手当の支給率は国
と同じです。

〈表6〉 〈表5〉

〈表7〉



●玉城病院 1（58）3039
年末 12月27日（金）午前中まで
年始 １月６日（月）から

ただし、12月30日（月）は午前中診察いたします。

年末年始の急患は、来院される前にご連絡ください。

●保健福祉会館・ふれあいホール 1（58）8000
年末 12月30日（月）まで
年始 １月４日（土）から

ただし、ヘルストロン・機能回復訓練室の使用

は30日（月）まで、年始は３日（金）から。

●社会福祉協議会 1（58）6915
年末 12月27日（金）まで
年始 １月６日（月）から

人材センター・介護支援事業所も同じ。

福祉バス運行は12月29日（日）まで、年始は１月

４日（土）から。

ただし、在宅介護支援センターの相談業務は年中

無休。 1（58）8181

●休日応急診療所

（伊勢市八日市場：伊勢市福祉保健センター）

内科・小児科 1（27）8795

12月31日（夜）～１月３日（昼・夜）

歯科 1（27）0829

１月１日～１月３日の昼間のみ

その他の診療科目は「救急医療システム」

1（28）1199へ
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年末年始閉庁期間中
役場へご用の方は

158-8213へ

12月18日（水）

12月27日（金）

12月24日（火）

12月25日（水）

環境・衛生
●し尿くみ取り

年末 12月28日（土）まで
年始 １月６日（月）から

お申し込み予約は10日までに

奥山衛生　　　　　　1（58）2722

度会玉城衛生　　　　1（58）4649

●広域清掃組合 1（37）1218
年末 12月30日（月）〈28日（土）を除く〉午後４

時30分まで受け入れ
年始 １月６日（月）から

年末は例年大変混雑し、長時間お待ちいただく

ことがあります。早目の搬入にご協力ください。

●広域環境組合斎場（火葬場） 1（28）5120

１月１日のみ休業

●水道業務 1（58）8207

使用者の管理内（メーターより屋内側）で発生

した水道管の破裂等については、直接指定給水装

置工事事業者へ修理をご依頼ください。

また、本管側（メーターより道路側）での破裂に

ついては役場もしくは下記の工事事業者にご連絡

ください

12月 ㈲マツヤマ環水 1（58）2276

１月 ㈱丸吉建工 1（58）3118

水道管が凍結・破裂しやすい季節となってき

ました。

屋外に露出した水道管には、保温材をつけるな

ど凍結防止対策をお願いします。

▼水道料金の口座振替納付について

水道料金の指定口座引き落とし日は、12月25

日（水）となります。

●ごみの収集
月・木

12月30日（月）

火・金

12月29日（日）可燃物

不燃物

プラスチック

ペットボトル

資源びん

田丸・有田地区

12月26日（木）

外城田・下外城田

12月27日（金）古紙・布類

保健・福祉
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役場一般事務 1（58）8200

年末　12月27日（金） 午後５時まで

年始　１月 ６日（月） 午前8時30分から

●戸籍関係の届出は宿直室へ 1（58）8213

閉庁期間中の死亡届

などの戸籍関係の届出

や火葬・埋葬の申請な

どで役場にお越しのと

きは、厚生棟（役場庁

舎裏）１階の宿直にお

申し出ください。

●ふれあいの館 1（58）8800
●ふるさと味工房　 1（58）8686

いずれも 年末 12月29日（日）まで
年始 １月２日（木）から

なお、１月14日（火）は臨時休業、15日（水）は定

休日。

年末年始業務のご案内

アスピア玉城

一般事務

スポーツ・文化施設
●中央公民館（旧改善センター）

総合グラウンド

勤労者体育センター

お城広場（占有使用の場合）

町営テニスコート 1（58）6331
年末 12月27日（金）まで
年始 １月６日（月）から

●村山龍平記念館・奥書院 1（58）8212
年末 12月27日（金）まで
年始 １月６日（月）から
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「玉城おはなしキャラバン」12月の予定

玉城おはなしキャラバン、
12月の予定は次のとおりです。
時間はいずれも午後４時から４時30分
【12月 4日】田丸地区　　　　羽根公民館
【12月11日】外城田地区　　　矢野公民館
詳しくは、飯田啓子さん
1（58）4600へお尋ねください。

EVENT
GUIDE

司法書士による無料法律相談を開催

12月10日（火）午後２時から４時まで町内の司法書

士による無料法律相談を町保健福祉会館で開催します。

相談を希望される方は、町生活福祉チームまでお申込

みください。

【相談内容】

・相続・贈与・売買による所有権移転

・担保権の設定・抹消等の不動産登記

・法人に関する登記・訴え・調停・訴訟等の裁判所提

出書類に関するもの

・成年後見法に関するもの

・その他身近な相談　　など

司法書士による無料法律相談についてのお問い合わ

せは、町生活福祉チーム、または保健福祉会館1（58）

8000まで

町生活福祉チーム 1（58）8203

（平成14年１月～９月までに登録があったものです）

指定業者名 住　所 1

井 田 青 果 下田辺693 （58）3613

伊勢米穀企業組合 田丸営業所 勝田5508―2 （58）7165

町生活福祉チーム 1（58）8203

指定ごみ袋販売協力店の追加

指定ごみ袋を結びやすくしました

指定ごみ袋の完全実施から１年以上が経過しました。

住民のみなさんのご協力により、この１年間で家庭

から出されたごみの量は減少しました。

そこで、みなさんから「しばりにくい」などの要望

が多かったため、指定ごみ袋の上部にミシン目を入れ、

結べるようにしました。

すでに販売協力店で購入してご使用いただいていま

すが、使用する際は取り扱いにご注意いただきますよ

うお願いします。

ごみ減量と資源化に向けての取り組みにご理解ご協

力をお願いします。

町生活福祉チーム 1（58）8203

税 務 だ よ り税 務 だ よ り税 務 だ よ り
伊勢税務署個人課税第一部門　 1（28）3194

●温室・ビニールハウスなどの施設で栽培してい

る農作物の農業所得標準を用いて平成13年分の

確定申告をした方は、平成14年分から農業所得

標準が廃止になり、収支計算により農業所得を

計算していただくことになりますのでご注意くだ

さい。

＜農業所得の申告＞
農業所得の計算にあたり、これまで申告の「目安」として用いられていた『農業所得標準』が、次の

とおり平成14年分の確定申告から段階的に廃止になります。

●その他の農作物（水稲以外の路地野菜、花き、

果樹、茶畑など）の農業所得標準を用いて確定

申告をしている方は、平成16年分から農業所得

標準が廃止されますので、今のうちから書類を

保存し記録する習慣を身につけて、収支計算が

できるように準備しておいてください。

収支計算の方法や記帳の仕方などが分からない場合には、伊勢税務署個人課税第一部門　農業担当へ

お気軽にお問い合わせください。

袋の使い方

ミシン目にそって下から切る 両端をもって結ぶ
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－火伏せ神・愛宕さんと秋葉さん②－

松阪市愛宕町の愛宕社には火防霊神愛宕大権現と

女人守護愛染（あいぜん）明王がまつられ、天正９年

（1581）正親町（おおぎまち）天皇の御諭旨によって

大祈願執行が恒例になったと伝えられ、毎月24日を

ご縁日とし、７月24日に愛宕火祭・12月24日に仕

舞愛宕の大祭が行われ、町内でも信仰されている。

田丸萱町沿いの光明寺太子堂のうちに天満宮碑と

並んで、秋葉神社の碑が建っている。

江戸時代田丸の町はたびたび大火にみまわれ、萱

町は元禄12年22軒、宝永６年45軒（この時は大手

町から萱町まで125軒焼失）、享保13年20軒、寛延

３年板屋町萱町60軒、安永６年萱町浦町17軒焼失

の記録がある。

秋葉信仰は、静岡県周智郡春野町の秋葉神社から

でたもので、火を司る神というので鎮火神として信

仰をあつめた。

門前保安寺境内に秋葉堂があり、秋葉三尺坊大権

現と書かれ、宮古梶原寺境内に秋葉社殿と鳥居、原

石仏庵の西隣にも秋葉社がまつられ、長更と田丸勝

田町氏社には秋葉神社がまつられており、各地に秋

葉講があった。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書

150

ケーブルテレビ「たまきチャンネル」
12月のタイムスケジュール

町総務チーム 1（58）8200

毎月10日・25日
ビデオリポート更新

毎月１日・15日
特別番組更新

＊番組内容は予告なく変更する場合があります。

詳しくは、文字放送でお知らせしています。

〜

〜

文字放送

ビデオリポート

特別番組

議会放送

ビデオリポート

議会放送

ビデオリポート

文字放送

特別番組

ビデオリポート

議会放送

ビデオリポート

文字放送

ビデオリポート

特別番組

文字放送

特別番組

ビデオリポート

文字放送

特別番組

ビデオリポート

文字放送

特別番組

ビデオリポート

文字放送

特別番組

ビデオリポート

通常の番組予定表　 議会放送時の番組予定表

5:00

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

21:00

22:00

23:00

0:00



地　区　名 氏　 名 住　 所 1

山本　龍一 田丸212 58－4703

田　　　丸
下村　三郎 田丸366－3 58－3528

近藤　幸宣 佐田1085－7 58－2972

松田　　治 下田辺671 58－2410

辻口　　正 原1648 58－2023

外　城　田 中西　勇次 山神735 58－4165

西岡　　勇 蚊野2153－63 58－2494

有　　　田
西岡　武生 井倉38 58－4410

東山　和生 久保313 58－4425

下外城田
松山　守男 小社曽根2247 58－2276

青山　弘道 宮古1277 58－2423
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伊勢地区防犯協会および伊勢警

察署では、「安全で安心して暮ら

せる街づくり」のため、地域防犯

連絡員を委嘱しています。

連絡員は、私たちの生活の安全

を守るため、地域社会の人々の助

け合いの中心として活動して頂く

ボランティアです。

各小学校区で委嘱をしています

ので、防犯に対しての要望・相談

事についてはお尋ください。

防犯に関する相談は、各地域の地域防犯連絡所へ
町生活福祉チーム 1（58）8203

保 健 師 だ よ り保 健 師 だ よ り保 健 師 だ よ り

町保健福祉会館　 1（58）8000

●歯っぴい教室
12月12日（木）
▼受付時間：午後１時～１時30分

▼場所：町保健福祉会館

▼内容：歯科衛生士による講話・ブラッシング指

導、歯科健診及びフッ素塗布（希望者）

▼対象：平成12年８月～10月生まれのお子さん

＊該当児には、個人通知致します。ご希望の方

は保健福祉会館へお申し込みください

●はな♪はな♪おはなし会
毎月第３火曜日、絵本や紙芝居の読み語り、

手遊びなどをしています。読み手は現役ママた

ち！

絵本のこと、育児のこと、いろいろお話ししま

せんか!?

＜12月のおはなし会＞
12月17日（火）
▼時間：午前10時30分～11時30分

▼場所：町保健福祉会館　研修室

犬の糞の後始末は飼い主の責任です

犬の散歩をさせる際、飼い主はその犬の糞をそのま

まにせず、回収しなければいけません。

「玉城町まちをきれいにする条例」で、「道路、公

園など公共の場所および他人の所有し、または管理す

る場所を糞により汚さないようにし、糞をしたときは

回収しなければならない」と定めています。

これは清潔で美しいまちづくりを推進し、町民の快

適な生活環境を確保することを目的とします。

犬の糞をそのままにした場合、町は飼い主に対し、

指導または勧告することができます。

飼い主は糞の後始末を責任もって行ってください。

町生活福祉チーム 1（58）8203

新成人集まれ！ 町成人式開催

来年（平成15年）１月13日に成人式を開催します。

新成人の方はご参加ください。

▼日　時 平成15年１月13日（祝）

▼式　典 午前10時～（受付９時30分～）

▼場　所 玉城町中央公民館　多目的ホール

詳しくは、町教育チームへお問い合わせください。
なお、前月号で開催年が平成14年となっていますが、

「平成15年」の誤りです。訂正してお詫びします。

町教育チーム 1（58）8212

［ ］
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枯れ草の管理は所有者で

これから本格的な冬をむかえ、住宅周辺や工場の空

き地、休耕田などに枯れ草が多く見受けられるように

なります。

その中には、住宅が接近していて、いざ火災が発生

すると大変危険な状態になる場所も少なくありません。

このような土地の所有者や管理者の方は、すぐに刈

り取るなどして付近の迷惑にならないよう火災防止に

ご協力ください。

●消防訓練に玉城町消防団出向きます

集落などで防火訓練、消火訓練を実施されるとき、

玉城町消防団が現地での指導を行います。事前に町総

務チームへご連絡ください。

町総務チーム 1（58）8200

��
［町内版c］

●山野草会から、10月に開催された展示即売会売上

金の一部、5,000円をお寄せいただきました。

●下外城田小学校から、運動会会場での募金を赤い羽

根共同募金へ、13,533円を町社会福祉協議会へお寄

せいただきました。

●ＪＡ伊勢から、アグリフェスティバル売上金の一

部、20,000円、同菊部会・柿部会から生産物を社会

福祉協議会へお寄せいただきました。

●10月20日開催さ

れた社会福祉チャリ

ティー歌謡祭での入

場券チャリティー・

会場募金を、主催代

表の浦千恵子様（元

町：右写真）から、

町福祉へ93,037円、

夢工房たまきへ

18,461円、ケアハイ

ツ玉城へ32,189円と、この日の収録ビデオをそれぞれ

寄贈いただきました。

また、チャリティ協賛された(有)角谷産業様から

18,000円をお寄せいただきました。

●11月４日、町勤労者生活福祉協議会（西村博会長）

のみなさんに、田丸城跡・遊歩道の草刈り清掃を行っ

ていただきました。

人権擁護委員はあなたの相談相手です。

隣近所のもめごと、家庭内の問題（夫婦、親子、相

続等）いじめや体罰、職場でのセクハラ等でお悩みの

方は、下記人権擁護委員または相談所へお気軽にご相

談ください。相談は無料で、秘密は守られます。

【特設人権相談】

▼相談日 12月２日（月）

▼場　所 町保健福祉会館

▼時　間 午前10時～午後３時

【人権擁護委員】

西 正則（田丸） 小林喜久男（玉川）

中村武二（原） 谷野育子 （岩出）

相談場所等についての詳しいことは、津地方法務局

伊勢支局へ、お問い合わせください。

育てよう 一人一人の 人権意識
－身近なことから人権を考えてみませんか－
人権週間 12/4～12/10

津地方法務局伊勢支局　1（28）6158
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人権問題に対する正しい理解と認識を深め、21世

紀を人権の世紀にするために、意識のバリアフリーを

めざして、人権を考える市民フォーラムを開催します。

入場は無料です。

▼日　時 12月15日（日）

午後１時～４時（開場　正午）

▼会　場 南勢町町民文化会館　大ホール

（度会郡南勢町五ヶ所浦３９１７）

▼内　容

●講演

講　師：作家　藤本　義一さん

テーマ：「人間を考える」

●コンサート

出演者：津軽三味線デュオ 五能線

テーマ：「二人の個性のぶつかりあいから生まれる

三弦の響きは、聴く者を津軽の大地へ誘う」

詳しくは、南勢町役場生活環境課、南勢志摩県民局生

活環境部へお問い合わせください。

人権を考える市民フォーラム開催

南勢志摩県民局生活環境部　1（27）5294
南勢町役場生活環境課　10599（66）1115

110番は、県下で90,933件（平成13年中）が通報

されており、年々増加しています。

この中には、緊急対応を必要としない相談等が数多

くあり、緊急通報に対する検察の対応に少なからず影

響が出ています。

110番の目的に添った正しい利用をお願いします。

また、困りごとや悩みごとは1059（229）0110へ

事件・事故　緊急ダイヤル110番
１月10日は「110番の日」

伊勢警察署　1（20）0110

国民生活金融公庫は政府系金融機関として、主に中小企業のみなさんのために事業資金の融資を行っています。

「国の事業ローン」とほかの融資制度の組み合わせも可能です。また、新規開業する方のためには「新規開業特

別資金」の融資制度があります。

このほかに高校、大学、専修学校などの入学資金や在学資金が必要な方のため「国の教育ローン」も取り扱って

います。

国民生活金融公庫の融資制度
国民生活金融公庫伊勢支店　1（24）5191

＊利率は平成14年10月１日現在です。いずれも固定金利です。

詳しくは、国民生活金融公庫伊勢支店までお問い合わせください。

種　類 ご融資限度額 ご返済期間 利率（年利）

国の事業ローン 4,800万円 1.7％

経営多角化ローン 7,200万円 20年以内

新規開業特別資金 7,200万円

国の教育ローン 10年以内 2.1％

1.0％
恩給・共済年金
担保貸付

250万円
（ただし、受給年額の３年分以内）

運転資金５年以内
設備資金10年以内

運転資金７年以内
設備資金15年以内

学生・生徒一人あたり
200万円

担保とした恩給や年金の支給金を
公庫が受取り、ご返金にあてます。

ご融資期間に応じ、
1.7～2.0％

ご融資期間に応じ、
1.7～1.9％

都市計画変更に伴う縦覧

都市計画法に基づく計画決定で都市施設の位置付け

となるフレックスプランによる玉城浄化センター（終

末処理場）を、宮川流域下水道の幹線管渠へ接続とす

る変更に伴い、変更内容を以下のとおり縦覧します。

●計画案の閲覧期間　12月2日（月）～16日（月）

●閲覧場所　町産業建設チーム

詳しくは、役場産業建設チームへお問い合わせくだ

さい。

産業建設チーム 1（58）8205
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玉 城 村  
沖 縄  

発  

手作りのお守りを園児に
９月27日、玉城村商工会女性部から村立の３幼

稚園の園児に、手作りのお守りが贈られました。
このお守りは商工会女性部全員が３日間かけて作

り、ビーズを使って可愛らしく仕上げられたゴーヤ
ーや帽子に園児たちは大喜びでした。
贈呈式のなかで商工会女性部長の山入端カツ子さ

んが「みんなが交通事故に遭わないように心を込め
てつくりました。だけど、お守りだけでは守りきれ
ないのでちゃんと交通ルールを守りましょうね。」
と話されました。

沖縄県玉城村役場　1098（948）7111

放送大学　平成15年度第１学期（４月）
入学生募集

放送大学三重学習センター 1059（233）1170

放送大学では、自宅で学べる正規の大学です。

平成15年度第１学期（４月入学）の教養学部学生お

よび大学院修士科目生を募集します。

▼学生種類

全科履修生：大学卒業を目的に学ぶ

選科履修生：１年間在学し、興味のある科目を選び学ぶ

科目履修生：半年間在学し、興味のある科目を学ぶ

▼入学資格

入学試験はありません。年齢は、大学卒業を目的と

する全科履修生は、18歳以上。ほかは、15歳以上であ

れば可。

▼学習方法

自宅のテレビ（ＣＳデジタル放送または、ケーブル

テレビ放送）で放送授業を視聴するか、放送大学三重

学習センター（三重県総合文化センター内）のビデオテ

ープ等を利用して学習します。

▼応募期間

12月15日（日）～平成15年２月28日（金）

詳しくは、同放送大学へお問い合わせください。お守りをもらい喜ぶ園児たち

第８回みえ県民文化祭参加事業
伊勢志摩「第九」コンサート

第九を歌う実行委員会　1（24）6145

伊勢志摩地域で活動する合唱団、声楽家が一堂に会

してオーケストラの演奏をバックに第九の大合唱をし

ます。

▼日　時 12月23日（祝） 午後２時　開演

▼場　所　伊勢市観光文化会館

▼入場料　前売り1,500円　当日1,800円

詳しくは、第九を歌う実行委員会へお問い合わせく

ださい。
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■玉城町役場 158 - 8200
558 - 4494

●総務チーム 158 - 8200
●税務住民チーム 158 - 8201
●生活福祉チーム 158 - 8203
●上下水道チーム 158 - 8207
●産業建設チーム 158 - 8205
●出納室 158 - 8210
●議会事務局 158 - 8211
●教育委員会（村山龍平記念館） 158 - 8212
■病院老健チーム
玉城病院 158 - 3039
介護老人保健施設ケアハイツ玉城
・介護老人保健施設 158 - 3770
・訪問看護ステーション 158 - 8117
・在宅介護支援センター 158 - 8822
・居宅介護支援事業所 158 - 8822

■保健福祉会館 158 - 8000
■社会福祉協議会

社会福祉協議会 158 - 6915
在宅介護支援センター 158 - 8181
居宅介護支援事業所 158 - 6915

■夢工房たまき 158 - 7696
■中央公民館 158 - 6331
■青少年相談センター 158 - 4108
■アスピア玉城　　

玉城ふれあいの館 158 - 8800
ふるさと味工房 158 - 8686

休日・夜間当直室
58-8213

広報たまきは再生紙を利用しています

11月下旬里山にも秋が深まり、宮古
の広泰寺にも紅葉狩りの人々が訪れて
います。

（広泰寺山門）

◆人の動き（平成14年11月１日現在）
●人口 14,768人（＋14人）
●男 7,193人（＋10人）
●女 7,575人（＋ 4人）
●世帯数　4,378世帯（＋８世帯）
（ ）は10月１日以降の増減

今 月 の 表 紙

いきいきほのぼのネットワーク

TAMAKI

1月14日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　親子エアロビクス
講師　藤原由香里先生
＊希望される方は保健福祉会館までお申し込みください

たまきっこ
くらぶ

12月2日（月）・9日（月）・16日（月）
1月6日（月）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓迎します）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

12月2日（月）・16日（月）・1月15日（水）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員および民生委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

12月11日（水）
受付時間　午後１時～１時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成11年６月１日～７月31日生まれのお子さん

または前回未受診の人
＊該当児には、個人通知します

12月19日（木）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください

12月18日　第3水曜日
時間　午前中
場所　各町立保育所
お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●固定資産税（第４期）………12月25日（水）
お問い合わせは、町税務住民チームへ
●国民健康保険料（第９期）…12月25日（水）
お問い合わせは、町生活福祉チームへ

いきいき
クラブ

行政・心配
ごと相談

３歳児
健康診査

乳幼児相談

町立保育所
園庭開放の
ご案内

町税など
納期の
お知らせ
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